





	日　程
	時   間
	テーマ  および  講師（敬称略）

	６／１１

（土）
	10：30～13：00

（150分）
	「講義１　ケース検討のための理論編　－いったい何が違う？－」
［長谷川  啓三］

	
	14：00～16：30

（150分）
	「講義２　ブリーフセラピーの学校、組織への応用　

－SAFで経営する!－」

［水谷  久康］　

	６／１２

（日）
	 9：30～11：30

（120分）
	「講師陣による模擬面接と質疑応答」

　                　模擬面接を講師陣で行います。

	
	12：30～15：00

（150分）
	「講義３　他分野への展開　－児童虐待や犯罪加害における
家族再統合のためのブリーフセラピー－」

［若島　孔文］　


プログラム
講　師　紹　介 （敬称略）


＊＊＊企画講師　長谷川　啓三  東北大学大学院教授（臨床心理学）・MRI海外代表＊＊＊＊＊


出講講師　水谷  久康　三重県立桑名北高等学校校長、ITC幹事


若島　孔文　東北大学大学院准教授（臨床心理学）・NFBTチーフトレーナー





※ 時間割・テーマについては、多少内容が異なる場合があることをお含みください。





No.11520





ここ数年、本講座講師の長谷川らはブリーフセラピーが生まれたMRI（メンタルリサーチインスティテュート）への招待講演を中心に、今後のブリーフセラピーの展開はどうあるべきかを議論してきました。そのひとつはブリーフセラピーの理論的な位置の再確認です。またひとつはセラピーを超えた他分野への展開です。本年度はケース編ということで、できるだけ具体的な形で学ぶための工夫をしたいと思います。「ケースのための理論編」のなかで、とりわけＣＢＴ（認知行動療法）との共通点と差異についてもお話しします。大きな共通点とそして決定的な差異があります。


参考文献は１．長谷川編「解決志向、介護コミュニケーション」誠信書房


２．インスー他著「ブリーフコーチング入門」創元社


３．長谷川他著「ブリーフセラピーの新しい流れ」安田生命社会事業団





本講座は臨床心理士資格更新の研修ワークショップとしての要件が満たされた場合、資格認定協会へ申請いたします。





２０１１年度　心理臨床講座　２ 








期　　日	：２０１１年 ６月１１日（土）～１２日（日）


受講対象 ：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・教育に関わる専門家、学生、および関心のある方


定　　員	：７0名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料	：１２,０００円（税込）　※昼食は各自でお手配願います


会　　場	：明治安田こころの健康財団 講義室


東京都豊島区高田3-19-10　03-3986-7021


	ＪＲ山手線、西武新宿線、東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分





1-4-14TEL：後　援


後援：宮城県・宮城県





体験するブリーフセラピー（ケース編）














